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第 1 章では、 NPM 理論の文脈で語られる「政策評価」の意味やねらい、特徴等を「公的説明責任 CPublic Acｭ
countability) J 概念と関連付けつつ整理し、公的資本形成を評価・分析するためのフレームワークを提示した。




第 3 章では、公的資本が生み出す産出(“output") の一部である生産性の改善に着目し、公共投資政策の効果を
評価・検証した。具体的には、都道府県パネルデータを用いて、公的資本を生産要素に含むマクロ生産関数を推計し、







































は否定できない。第 1 には、データが十分に公表されていないことに起因していることではあるが、第 2 章や第 4 章
の分析は事例研究的域に留まっていると言わざるを得ない。第 2 には、公共投資の断片的な「政策評価」は丹念に試
みられているが、総合的に評価するという側面が十分に行われているとは言い難い。しかし、公共投資政策に対する
多面的な「政策評価」を行うための分析手法の開発とその有効性を明らかにしたことは、本論文の貢献といえるo
このように本論文は、わが国の公共投資政策を例にとりながら、公的部門の活動を多面的に評価する手法を開発し
た点、また「政策評価」を実際の政策形成に利用するに当たってはより具体的でわかりやすい評価指標の開発が必要
であることを指摘した点、において高く評価できるo よって、本論文は博士(国際公共政策)に十分に値するものと
判断される。
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